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図書館と広報: 
ソーシャルメディアで
ゆるくつながる図書館へ

第1部の流れ
1. 自己紹介
2. ソーシャルメディアとは
3. ソーシャルメディアのメリット
4. ソーシャルメディアを使う目的
5. ソーシャルメディアに投稿する内容
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ソーシャルメディア
• ソーシャルメディアとは，インターネットを利用し
て誰でも手軽に情報を発信し，相互のやりとりがで
きる双方向のメディア
総務省. https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h27/html/nc242000.html

• Facebook, Twitter, Instagram, YouTube

• SNSという言葉が一般的ですが，あまり正確ではな
いので（SNSはネットワーク作成が主目的のツール
なので），以下ではソーシャルメディアという言葉
を使います。
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ソーシャルメディアのメリット
• 無料（基本的に，利用は無料）
• 即時性（投稿後すぐに公開）
• 簡便性（投稿が簡単）
• 双方向性（一方向ではなく双方向のやりとりも可能）
• 広域性（世界中に届けられる）
• 遡及可能性（投稿したものを遡れる）
• 制御可能性
（公開範囲，双方向のやりとり許可等，色々と設定可能）

他にも，投稿しなくても情報収集が可能だったり，
分析がしやすかったり。
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「ゆるいつながり」
がうまれやすいと言われている

図書館でも
ソーシャルメディアを使う図書館は増加中。
（コロナ禍も相まって）

SaveMLAKの調査（公立図書館）によれば
・Facebook: 200館（2021年5月）
・Twitter: 197館（2021年4月）
・YouTube: 72館（2021年6月）
・Instagram: 56館（2021年8月）
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メリットを活かす方針の例①
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双方向性を活かす→リプライを返す

「できる範囲で返信もします」
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双方向性を活かす→参加型の投票を実施

メリットを活かす方針例②
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即時性・簡便性を活かす→すぐに発信できる仕組み

役所（大学）に確認 → 館長の確認でOK

そうは言っても色々…
• ソーシャルメディアでは色々設定可能
• 各館のソーシャルメディア利用の目的（や，
図書館の使命，基本方針等）を考慮して，設
定を考えるのが重要
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他館のソーシャルメディア運用ポリシーを
見て，リスク回避も手かもしれません
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←
道立図書館の
免責ポリシー



公立図書館のポリシーの調査結果（by saveMLAK）
はエクセルで公開されています
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主要目的（EBSCOの調査）
• 図書館の露出を最大化する（78%）
• 図書館のイメージやオンライン上の評判
を近代化する（59%）

• 特定サービスの利用を促進する（53%）
• 議論のグループやコラボを作る（53%）
• 潜在的利用者に到達する（40%）
• 図書館のニュースやプレスリリースを公
開（38%）

18（Social media in libraries. Marianne van der Heijden. EBSCO’s Survey Social media 
use in Libraries）

公立図書館のポリシーの調査結果（by saveMLAK）
はエクセルで公開されています
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日本の図書館のソーシャルメディアの
利用目的は？

各館運用ポリシーから「目的」を見てみると…

日本では…

20
※各館の運用ポリシーから「目的」に出てくる単語を抜き出したもの



まとめると
（日本の公立図書館の運用ポリシーから）
• 情報発信，広く発信するため
（活動，事業，取り組み，魅力など）

• 親しみを持ってもらう／身近に感じてもらう
• 利便性を高める
• 利用を促進する
（貸出冊数の増加，
来館者の増加を掲げる場合も）

その他，
「若者向けに」を掲げたり，
「市民や市外の皆さんの声を聴くため」を掲げたりする図書館も
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目的が決まると
• ツールも決められる
（わかりやすくならYouTube?）

• なんとなくの対象も決められる
（図書館に来たことない人たち，
図書館に来たことはあるけどあまり知らない人たち，
図書館のコアユーザ）

• 投稿する内容も決められる
（親しみを持ってもらえるような内容，広く伝えるような内容）
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みなさんが
図書館の

ソーシャルメディアを
開設するとしたら
（開設していたら）
何を目的に使いますか？

→続きは第2部で
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どんな内容を投稿したらよいか
分からない！！
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（目的にもよるのですが）
ヒントとなれば
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個人的に良いなと思う投稿
ウェルカム感を出したツイート
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人気の投稿（Twitter，大学図書館編）

• 2020年～2023年1月までの投稿（各館最
大500投稿）のうち「いいね」が多い投稿
を抜粋

• Twitterで「大学図書館」をアカウント検索
嘉悦大学図書館 Liss, 日本獣医生命科学大学 図書館, 東洋学園大学図書館, 文化学園・文化学園大学図
書館, 武蔵野大学図書館, 千葉科学大学図書館, 武蔵野大学図書館DBお知らせ用, 共愛学園前橋国際大学
図書館, 藤田医科大学図書館, 新潟医療福祉大学 図書館・学習支援センター, 北九州市立大学図書館
（北方）【公式】※図書館アンケート実施中！, 新潟青陵大学図書館, 愛媛県立医療技術大学図書館（公
式）, 健康科学大学図書館, 日本赤十字北海道看護大学図書館, 日本大学図書館理工学部分館, 九州ルーテ
ル学院大学図書館, 日本薬科大学 図書館, 國學院大學図書館, ルーテル学院大学図書館, 東京基督教大学
図書館, 崇城大学図書館, 新潟食料農業大学 図書館, 大手前大学図書館, 梅光学院大学図書館サポーター, 
福島学院大学 図書館情報センター

33大学図書館の関係者も多いと聞いているので 34

芸能人関係:日向坂46の宮田愛萌（みやた・まなも）さん
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ゲーム関係（文豪とアルケミスト） 公立図書館でも芸能人関係は「いいね」が多い印象
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ハッシュタグも大事かも(?)

「いいね」が多いと
より拡散される。
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展示（イベント）紹介

資料（デジタルアーカイブ）の紹介
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資料（デジタルアーカイブ）の紹介
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時節×図書紹介
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時節×図書紹介（#○○の日）
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時節×図書紹介（#Pride2022）

公共図書館でも
（バレンタイン展示の例）
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写真やハッシュタグ
も重要そう
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学生が考えた投稿案 語りかけ系，裏側感
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ちなみに
YouTube視聴回数が多い動画は
• 佐賀県立図書館 古文書入門（55,589回）
• 佐賀の昔話 十二支由来（12,472回）
• 湯河原町立図書館（神奈川県）
「わらべうたコレクション」（35,138回）

• 宮城県図書館の講座「戊辰戦争と仙台藩」
（28,217回）

→（広報と言うよりも）
図書館サービスを提供するような内容
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学生に投稿案を考えてもらうのも良い
by うちの学生
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「成功」の定義
• 「成功」の定義は，個々の図書館の目的によって異
なると思います（目的と照らして考える必要が）。

• 数値では計れないことも多いが，
数値を参考に出来る部分も
「情報を広める」が目的

…フォロワー数，リツイート数，視聴回数，いいねの数？
「好感度を高める」が目的

…「いいね」の数？
「双方向コミュニケーション」が目的

…コメントや投票参加者の数？

• 個人的には…
数値を取ってきやすいのがソーシャルメディアのメリット。
だからその研究結果を伝えたいし，
個々の図書館も自館や他館の数値を参考にして欲しい
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どんな投稿ができるか
考えてみましょう

→第2部で
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コストについて
• Canty「ソーシャルメディアは完全に‘無
料’であるという神話が生まれたが、実際
にはコスト、特にスタッフの時間を必要
とする」

• 一方で，コストがかかると思っていたけ
どやってみると以外に簡単という声も
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コストについて図書館の声
（泉大津市立図書館 シープラの例）
• Instagram，Twitter，無料。LINEは有料に
するともっと発信できるけど検討中。

• 広報チームが，市の広報誌，図書館だより，
チラシ，ソーシャルメディアの発信。それぞ
れのチームと兼務。
→それぞれの媒体に合わせた内容で発信
※Instagramは視覚に訴えるとやはり伸びる

• 外に向けて発信するものなので館長表現
チェック
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導入の効果について図書館の声
（泉大津市立図書館 シープラの例）
・「#逸話の日」で，文豪の本が今年一番の「いいね」
・八甲田山の本についても「いいね」
→図書館として見て欲しい「こんな本があるよ」を
見てもらえている様子

・チラシ等と違って効果の測定が出来る
→行政や職員に効果を訴えやすい
・閲覧数やいいねの数 + イベントと照らし合わせ
て効果を測定。
・低コストで広く周知が可能（声優イベントの例）
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イベント参加者に聞いてみると，三重県・長野県等から中高生が親と共に
京都から大人のグループも参加 →ソーシャルメディアの効果を実感

第1部まとめ
• ソーシャルメディアのメリット
即時性，簡便性，双方向性，広域性，遡及可能性…
→メリットを活かす方針も重要

• 目的を考えることも重要
→目的を考慮して戦略を立てる

• 投稿案の紹介
（芸能人，ゲーム，声優，時節を反映，
資料の紹介，ウェルカム感）

• コストは高いとみたり，低いとみたり
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こちらもご参考までに↓
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水沼友宏. 図書館におけるソーシャルメ
ディアを用いた広報 : 効果的な広報の
ために. 図書館雑誌, 2022, vol.116, no.6, 
p.320-323.

水沼友宏.公共図書館によるYouTubeを用い
た動画の公開. カレントアウェアネス. 2022, 
no.352, CA2021, p.13-18.（動向レビュー）.

第2部ワークショップ
①趣旨説明
②個人作業
ソーシャルメディア利用目的を考える（3分）
目的に沿った投稿案を5個程度考える（6分）

③グループ内発表
自己紹介（3分）
→個人ワークシートの内容を各自発表（7分）
→全体共有するものを3～5個程度ピックアップ
・発表用シートに記入（5分）

④全体共有
⑤感想・質疑 61
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